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蜘2 本調査は県単緊急地方道路整備事業に伴う埋
蔵文化財発掘調査で、中川村が業務の委託を受

け、中川村遺跡調査会が実施した。

3 本調査の現場作業は、平成15年 7月 3日 から

8月 20日 にかけて行い、その後整理・報告書作

成作業を8月 29日 まで行った。

4 本書の執筆は、太田保が行った。遺物の実

測 0ト レース等は太田を中心に、小池政嗣が補

助した。

5 本調査で出土した遺物、作成した図版類 0写

真等は中川村教育委員会が保管し、歴史民俗資

料館で収蔵している。
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調査の方法

遺構が掘り込まれる土層まで、重機により表土を除去した。その後、磁北方向に沿って 5mメ ッシュ

を設定し、南北方向にはア 0イ・ウ・工・オ 0カ ・キの記号を付し、東西方向にA・ BOCOD・ E・

F・ GOH・ Iの記号を付し、グリット名とした。なお、遺構・遺物の検出は人力作業により行った。

遺跡の位置と概況

遺跡の位置は、片桐中央地区の国道153号線沿いとその西側一帯で、前沢川が天竜川に合流する地点

の北西方向に当たる。付近には、 」A上伊那の関連施設、仰アテネ伊那工場、片桐診療所などの施設が

ある。

遺跡は、前沢川とその北を並行する河川 (古前沢川)に挟まれた東西方向の低い丘陵に立地し、北東

方向への傾斜が強い。この先は「清水」と呼ばれ、古くは天竜川が大きく浸食したと考えられる低湿地

である。以前は清水が湧き出し、ワサビも作られていたという。

遺跡のある場所は、以前から東山道の堅錐駅址と推定された有力な地域であったが、国道に沿って市

街地が進み、また天竜川や前沢川の氾濫原であったことからそれほど注目されなかった。

昭和61年、伊南農業協同組合が「りんご選果場」を建設することになり埋蔵文化財の保護協議が行わ

れ、2月 13日 から3月 末日まで発掘調査が行われた。その結果、東西方向16m、 南北方向38mの範囲に、

古墳 1基と住居址31軒が密集していた。住居址の分布状況から考えて、恐らく東西にのびる丘陵の広い

範囲に密集しているものと思われた。遺構の大部分は、開田などによりかなりの部分を壊されていた。

今回の調査は、昭和61年の発掘調査地から西へ150mほ ど離れた場所で行われた。なお、当該調査に

先立って平成14年度に遺跡確認調査を実施している。

調査地の層序と遺構

中村遺跡の調査により、この地域は前沢川の氾濫を受けて地区によりかなり地層に違いがあることが

わかった。

特にF工～ I工南の地域は、 lm前後の花こう岩の下層は礫の多い黄色砂層であるが、 E工・D工か

ら北側は茶褐色土の固く締る土層になる。この地域は、茶褐色土層上面に縄文後期初頭期の大型土器破

片と、茶褐色土層を掘り、埋甕が C工 とDウで各 1個検出した。Eウ に焼土・灰を検出したが、後期初

頭の住居址は検出されなかった。

平成14年 の調査で検出しているBウの遺構調査は、調査期間中に雨が多く、再三浸水して行えなかっ

た。

Hウ OGウ OFウ に見られる縄文中期の遺構がEウ・Dウ にも遺物出土があることから続いていると

思われる。このことは平成14年度調査検出の出土遺物からも言える。
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住居址 1

調査区西Gウ OHウ に検出された。東西6.7m、 南 4mで住居址の半分を調査し、北側半分は調査地区

外になる。

主柱 5と 四方面を花こう岩で囲む炉址をもつ住居である。

住居址内からはP2壁面に石皿と磨製石斧各 1、 西壁から黒曜石製石鏃 2、 主柱穴P3上部から土偶

1(写真4)が出土する。

主柱穴はP20P4は 、深い穴、浅い穴それぞれで 2個並んで検出する。

炉址は床面を20cm以上掘り込み、花こう岩平面を炉面に向けて埋めている。炉内は黒土で埋まる。

住居址 2

焼けた住居址 1を埋めて造られる。住居址 1の炉址の上層に炉址を確認した。三方向囲いで炉の中央

に平石を敷いた状態で検出された。

住居址は住宅の敷地で、水道工事と廃棄物穴など深い層まで掘られていたことにより、保存状態が悪

かった。炉址は使用が少なく、廃棄された状態の住居址であった。

住居址 3

Fウに検出された。

東西4m、 南北4mの楕円形の住居で炉は地床炉である。

南は黄褐色、砂層を10cm掘る壁以外は、住居址 4と土坑など後世の遺構で壊わされ、プランは不確定

であった。

主柱穴Pl・ P3を検出する。住居址 3を廃棄後、住居址 4と土坑が掘られ、住居址 3の主柱穴は破

壊され不明である。

住居址南土坑 1の南面上層から手づくね土器 (高さ3.5cm、 口径3.5cm)が出土する (写真 4)。

住居址 4

Fイ 0ウ とGイ 0ウ調査外に続く住居址である。住居址内の床面の固い部分に大型土器破片があり、

軟弱地域は住居址廃棄後の土坑上部におかれた自然石が埋まっている。

住居址南P103・ 4が住居址 4の主柱である。住居址の南にある長径110cmの大石、北側の平石

(33× 22cm)の 下から中期後葉の底部に穴をあけた唐草文土器が検出された (実測図 2)。

土坑 Eウ OFウは住居址床面に表われる。石は (調査終了時に確認)土坑上面に2～ 5個、15～ 35cm

楕円形自然石を組み合わせたのが土坑内に落込んでいる。内部から土器細片や打製石器が出土した。

土坑 2～ 4例では、土坑上面は固い茶褐色土層 (10～ 20cm)で覆われて、遺構、配石は確認できなかっ

た。

住居址 5

Cイ ・Dイ に黒色土の落込みを検出する。

調査区外に主体部がある住居址である。

落込み層位内水平に床面を検出することから複合住居址であるが、住居のほんの一部を検出したのみ

であった。
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ドングリのさらし配石遺構 No.1

Hイ・ウ、 Iイ ・ウに自色砂層下に配石遺構を検出した。配石址は黒色土層中にあり、水がよどんで

流れていた。前沢川の増水で大量の砂が小川に流入して埋まっている。

縄文時代中期後葉は、 ドングリを冬期の食料にしていることが知られ、保存食料として、虫ころし 0

あくぬきを行う作業場遺構であったと思われる。配石址上面から実測図 3の土器が出土する。

住居址 6

Hイ 0ウ、 Iイ ・ウのドングリのさらし配石遺構下層は、固い黒漆色土層が25cm前後堆積し、下層か

ら焼けて赤黄色をした固い床面が Iイ 北側より5.2m間検出する。焼けた床面は Iウ基点東側に住居址

1壁上 3mまで続いているが、主体部は調査区外 Iイ 0ウ にある西側に続いている。

埋 甕

C工 ODウ に各 1ケ所の埋甕を検出した。 C工は、平成14年 トレンチ調査で確認され、今回調査でき

た。黒茶褐色土層中に埋まる石の間を掘って埋められた 2個体の土器を組み合わせた埋甕である。 (土

器37)

Dウは底の中央を穴をあけた甕を茶褐色土層に口縁部を上に埋めている。埋納は東側を広く掘り、西

側は地山に土器が付く状態である。 (土器32)

C工・Dウ共に埋納時の土層は締っていなく、埋納後上部から圧締され、土器はくの字に折れている。

特にDウは胴下部が外に開き、胴上部がつなぎ目から土器内に入り、二重組み合わせ埋納の状態で発見

されている。

Iオ基点南から時代不明の厚手埋甕が内部に石を入れて検出した47× 37の 花こう岩石によりかかる

状態で検出された (実測図 4)。

土 坑

土坑の調査は十分な調査ができなかった。

住居址 3と住居址 4の確認調査から検出した土坑と固い茶褐色土層を除去中に検出した土坑が調査終

了時に検出して調査を終了しているが、土坑全体についてみると、上部に1 5cm～ 35cmの楕円形の自然

石を 2～ 5個を配置している。多くの土坑が土坑内に組石が落込んでいる。

配石址 2

C工の埋甕上層に配石址を検出した。                       1

配石址の一部の調査であるが、配石に使用された石の中に石皿が 2個使われていた。配石址層中から

縄文後期初頭期土器破片が出土した。

時代不明の遺構

Iウ南半から I工にかけて楕円形の石を南側 3m、 西側 2mを直線に区切り、内側を黄色の粘土を床

に固めた時代不明の遺構を検出した。大正時代、地下作業所を造られたと聞いているが、その施設の一

部であろうか。
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土 器

縄文中期後葉の土器は、調査地域全体から出土する。出土土器の80%が中期後葉土器であり、縄文時

代後期初頭期が続き、縄文時代前期末葉土器小破片 2、 弥生時代後期土器数片と須恵器・灰釉陶器と中

世以後の陶器小破片を検出した。発掘調査の結果を短時間に報告する必要があり、整理は遺構中から出

土する遺物を中心に行い、破片は十分に整理ができずに報告書を作成した。そのため、あるいは村内の

遺跡調査で未発見の縄文中期末葉の資料があることも考えられる。今後、時間的に許されるならば、中

川村誌には利用できるよう整理したい。

中村遺跡の縄文中期後葉の土器は拓本 5～ 14に見られる口縁部に文様が集中して施文し、頸部以下単

純な文様構成で施文するが、施文具・施文構成に村内での中期後葉期に見られない特長が見られる。時

間差、他地域との交流の違いが土器に表われているのであろうか。

拓本18の浅鉢は、中期後葉土器破片と共伴した。大石北側の狭い調査地域からの出土で、土坑内出土

の感じである。19は平成14年度に出土した調査区東北 C工出土の遺物である。

拓本22～ 24は幅広い施文具の沈線区画、21025の 細い平行沈線文、26～ 32の縄文施文あとに沈線で

文様帯や渦巻き文様を構成する土器が表われている。特に茶褐色土層を境にして拓本26以後の縄文地

に沈線文を施文する土器群が上層にあり、前沢川の氾濫堆積後に人々が現れ、これらの土器を使用して

生活したものである。土器底部も33の綱底になる。

拓本37は C工の埋甕である。埋甕上層に配石址 2があり、その上部から少量の炭化物と共に写真 3、

拓本51の胎土の細かい、焼成の良い小型土器が出土する。 3時期の文化層があった。

拓本49は住居址 1柱穴P4を土坑に掘られ、その土坑下層から出土した土器である。文様から弥生時

代中期中頃の土器であろうと見るが、器形の復元など再確認したい遺物である。

石 器

縄文時代中期後葉の土器に伴う石器が調査全域から出土した。短冊形打製石器80点、

点、割る・潰す・こねるなどの作業に使用した機能を持つ石器 8点と石皿14点である。

が多いが、両面平な平石も10点以上確認した。こね台であろうか。

また、黒日程石片42点が集中して縄文後期埋甕遺構近くから検出された。

横刃形石器46

石皿は硬砂岩系

縄文時代中期後葉期の住居址は、西側に広がりをみせると思われる。

縄文時代後期は、調査区東側に中心部があり、その一部を今回調査できた。縄文時代中期終末期から

後期における縄文人の生活の姿を一部明らかにしたが、まだまだ不明な点が多い。今回の調査において

は、住宅地跡であり水害を受けたことから生活面の検出は思うようにできなかったが、上伊那地域にお

ける天竜川の後背地という希少な立地での遺跡であることを確認できた。

また、弥生時代後期の住居址が調査区東にあることが確認でき、後期住居は過去の調査ですでに明ら

かになっていて、集落の広がりが今回の調査でここまで及ぶことが確認できた。集落規模が大きく、中

村遺跡の一層の重要性が増した。

前沢川左岸は、現在、地表面には遺物が表われていないが、高地性遺跡では知ることのできない川に

面しての、人々の生活した遺跡群が存在する歴史的にみて大変重要な地域である。
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写真 l Hオ |オ境、大石南下に土坑を掘り土器内に
石が入る。縄文中期土器

写真 3 C工、配石址、上層、単独出土土器

l Hオ・|オ境土坑内出土

Fウ Gラに出土した取つ手と吊手部分。

住居址 1の 3主柱壁より出土土偶、右土坑
1出上の手づくね土器

:|:|||

写真 4

配石址内出土

．
一
　

　

　

二

＼
1 10cm l

4 H工・|工境
大石南東出土

土器 時期不明

出土土器 (1)
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5 Dウ 大石東

10 1ウ配石中・

8 Fウ土坑

16 住居址 1炉西

15 Fウ 住居址 4の上層

Cウ大石北

19 Bウ
平成 14年

トレンチ下層

図 9 出土土器 (2)
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25 Dウ
大石東

トレンチ
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＝
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27 平成 14年
C工

31 F工

X
30 F工  28-30  1イ 固体

32 Dウ
Kl

F工
K3-

図10 出土土器 (3)

-10-



34 FI
大石東

40 C工配石址西
縄

44 平成 14年 トレンチ
C工

45 FEE 47 C工   48 Bウ

Lt″
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ノρ

49 1号住
土坑

図11 出土土器 (4)
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写真 5 遺跡遠景 (北東から写す) 写真 6 遺跡近景 (西側から写す)

写真 7 住居址 1(西側から写す ) 写真 8 住居址 2 炉址 (北から写す)

写真 9 住居址 3・ 4と土坑 写ヨ0保
薔l¶≦W4嘉ヨ婁t纂脇鰭

EllL 6

写真11 配石址 2の―部 写真12 配石址 2と下層に埋甕
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